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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成25年5月16日(2013.5.16)

【公表番号】特表2012-502071(P2012-502071A)
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【手続補正書】
【提出日】平成25年3月29日(2013.3.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　Asp1-Arg2-Val3-Ser4-Ile5-His6-Cys7（配列番号４）のアミノ酸配列を含むペプチド。
【請求項２】
　請求項１記載のペプチドおよび薬学的に許容される賦形剤を含む医薬組成物。
【請求項３】



(2) JP 2012-502071 A5 2013.5.16

　経口、筋肉内、静脈内、皮下、局所、経皮、直腸、膣内、肺内、鼻腔内、口腔内、また
は舌下投与用に製剤化された、請求項２記載の医薬組成物。
【請求項４】
　経口投与用に製剤化された、請求項２記載の医薬組成物。
【請求項５】
　静脈内投与用に製剤化された、請求項２記載の医薬組成物。
【請求項６】
　錠剤、丸剤、カプセル剤、顆粒剤、シロップ剤、スプレー剤、エアゾール剤、リポソー
ム組成物、軟膏、坐剤、インプラント、プラスター、または遅延放出製剤として製剤化さ
れた、請求項２記載の医薬組成物。
【請求項７】
　ポリマー担体、崩壊剤、潤滑剤、溶剤、または膨潤剤から選択される１つ以上の薬理学
的に不活性で薬学的に許容される賦形剤をさらに含む、請求項２記載の医薬組成物。
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